
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

古インドアーリア語文献群の歴史言語学的研究 

 

氏氏名名：：      笠笠松松  直直//KKAASSAAMMAATTSSUU  SSuunnaaoo  E-mail： skasamatsu@sendai-nct.ac.jp 

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本印印度度学学仏仏教教学学会会，，日日本本仏仏教教学学会会，，イインンドド学学宗宗教教学学会会，，日日本本歴歴史史言言語語学学会会  

研研究究分分野野：：  思思想想、、芸芸術術  

キキーーワワーードド：：  Veda, Sanskrit, Pāli, Buddhist Hybrid Sanskrit，，印印度度学学，，仏仏教教学学，，比比較較言言語語学学 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・古古イインンドドアアーーリリアア語語・・中中期期イインンドドアアーーリリアア語語のの歴歴史史言言語語的的分分析析  

・・南南方方仏仏教教おおよよびび大大乗乗仏仏教教経経典典のの研研究究  

・・上上掲掲領領域域にに関関わわるる思思想想・・文文化化・・儀儀礼礼研研究究  

 
研研究究内内容容：：  ヴヴェェーーダダ文文献献ややパパーーリリ語語・・仏仏教教混混交交梵梵語語文文献献をを対対象象ととししたた言言語語・・思思想想・・文文化化研研究究  

■■ヴヴェェーーダダ文文献献研研究究  

仏仏教教はは古古代代イインンドドでで発発生生ししたた。。仏仏教教以以前前のの思思想想はは、、いいわわゆゆるるヴヴェェーーダダ文文献献にに保保存存さされれてていいるる。。ヴヴェェーーダダ文文献献のの相相当当部部

分分はは、、儀儀礼礼をを巡巡っってて展展開開ししてていいるる。。そそののううちち「「祭祭火火のの礼礼拝拝 AAggnnyyuuppaasstthhāānnaa」」儀儀礼礼はは、、「「祭祭火火へへのの献献供供 AAggnniihhoottrraa」」（（のの、、古古くく

はは夜夜のの））献献供供にに際際ししてて行行ななわわれれるる。。「「拝拝火火」」儀儀礼礼のの要要素素ははイインンドド・・イイラランン共共通通ののももののでで、、ここのの研研究究はは両両地地域域のの宗宗教教文文化化のの

理理解解ののたためめにに重重要要ででああるる一一方方、、そそのの後後にに展展開開ししたた文文化化――例例ええばば我我がが国国ににもも伝伝わわるる護護摩摩儀儀礼礼――のの理理解解ににもも有有用用ででああるる。。  

ヴヴェェーーダダ文文献献群群のの研研究究はは、、そそれれ自自体体がが独独立立ししたた研研究究課課題題ででああるるがが、、以以下下にに述述べべるる研研究究課課題題ののたためめのの基基礎礎ととももななるる。。  

■■南南方方仏仏教教おおよよびび南南方方仏仏教教聖聖典典語語・・パパーーリリ語語研研究究  

ススリリラランンカカ・・東東南南アアジジアアににひひろろままっったた仏仏教教はは、、日日本本をを含含むむ東東アアジジアアにに伝伝わわっったた大大乗乗（（北北方方））仏仏教教とと様様相相をを異異ににすするる上上座座

部部仏仏教教でであありり、、流流伝伝地地域域にによよっってて南南方方仏仏教教とともも呼呼ばばれれるる。。そそのの聖聖典典をを伝伝ええるる言言語語ををパパーーリリ語語とといいうう。。紀紀元元前前かからら紀紀元元

44--55 世世紀紀頃頃にに主主要要なな文文献献がが成成立立ししたたがが、、そそのの後後もも、、ああたたかかもも西西洋洋ににおおけけるるララテテンン語語ののよよううにに使使用用さされれ、、そそのの文文献献量量はは膨膨

大大ででああるる。。近近年年、、東東南南アアジジアアはは経経済済発発展展がが著著ししくく、、そそのの文文化化的的基基層層ををななすす南南方方仏仏教教のの理理解解はは重重要要性性をを増増ししてていいるる。。加加ええ

てて南南方方仏仏教教はは西西欧欧諸諸国国ををははじじめめにに教教線線をを展展開開ししてておおりり、、世世界界共共通通のの教教養養ととししててのの位位置置もも獲獲得得ししつつつつああるる。。文文献献群群のの基基

礎礎研研究究――本本文文校校訂訂・・索索引引・・翻翻訳訳のの作作成成――がが一一段段落落すするるななかか、、教教学学研研究究ののみみななららずず文文献献群群がが伝伝ええるる古古代代イインンドド世世界界のの生生

活活文文化化のの解解明明もも求求めめらられれるるととこころろででああるる。。  

■■大大乗乗仏仏教教経経典典：：梵梵文文法法華華経経研研究究  

本本邦邦にに伝伝わわっったた大大乗乗仏仏教教経経典典ののううちち、、『『法法華華経経』』はは最最大大のの文文化化的的影影響響力力ををももつつもものののの一一つつででああるる。。ここれれをを依依用用すするる伝伝

統統宗宗派派はは数数多多くく、、新新宗宗教教諸諸派派のの多多くくもも追追随随すするる。。そそののよよううなな『『法法華華経経』』だだがが、、そそのの成成立立のの次次第第ににつついいてて諸諸先先学学のの見見解解

はは、、一一定定のの方方向向性性・・合合意意はは認認めめらられれるるもものののの、、議議論論百百出出のの状状態態ででああるる。。そそのの理理由由のの一一端端はは、、諸諸先先学学がが主主にに漢漢訳訳『『法法華華

経経』』、、ととりりわわけけ鳩鳩摩摩羅羅什什訳訳をを重重視視すするるこことと、、先先学学のの多多くくがが熱熱心心なな仏仏教教徒徒でであありり、、議議論論がが宗宗教教哲哲学学的的方方面面にに偏偏りりががちちだだっっ

たたここととににああっったた。。  

筆筆者者はは梵梵文文＝＝ササンンススククリリッットト本本ののううちち、、従従来来注注目目ののすすくくななかかっったた中中央央アアジジアア所所伝伝・・カカシシュュガガルル写写本本がが呈呈すするる語語形形・・文文法法

現現象象がが古古形形をを残残すすここととをを確確証証。。かかつつ章章にによよっっててやややや特特徴徴をを異異ににすするるここととにに着着目目しし、、文文法法現現象象とといいうう客客観観的的指指標標ををももっってて

梵梵文文『『法法華華経経』』のの層層序序関関係係をを解解明明すするるここととをを志志ししたた。。現現在在筆筆者者のの研研究究はは長長足足のの成成果果をを挙挙げげつつつつああるる。。『『法法華華経経』』のの文文法法

的的解解析析はは仏仏教教混混淆淆梵梵語語のの実実相相解解明明にに不不可可欠欠なな重重要要性性をを持持つつ。。言言語語学学ののほほかか思思想想研研究究等等、、隣隣接接領領域域へへののイインンパパククトトもも

期期待待さされれよようう。。  

関係論文：【仏教混交梵語】笠松直「梵文『法華経』諸伝本における動詞 man の現在活用の推移について」『南
アジア古典学』第 18号，2023年，pp.71－84；Sunao, KASAMATSU「mā bhaiṣṭa / bhāyatha」『印度学佛教學研究』
第 70巻第 3号，2022年，pp. 1095－1101；笠松直「仏教混交梵語文献におけるアオリストの問題再考―abhūt / abhūṣi 
/ abhūṣīt の歴史素描―」『歴史言語学』2017年，第 6号；【パーリ語】笠松直「夜の王―nagaraguttika-「都市の
守護者」考―」『論集』第 46号，2019年，pp.144－127；笠松直「rājapuruṣaと rājapurisa―羅什訳「官長」をめ
ぐって―」『論集』第 49号，2023年 3月，pp.66－51；【南方仏教】笠松直「1843年書写『律蔵』「大品」貝葉写
本」『仙台高等専門学校教育・研究報告』2024年 1巻，pp.1―4；【梵語学・言語学】笠松直「梵文『法華経』に
おける動詞 hāの現在活用の変遷」『歴史言語学』第 12号，2023年 12月，pp.77－87；KASAMATSU, Sunao「Two present 
stems of the root grah in the Saddharmapuṇḍarīka-sūtra」『印度学佛教學研究』第 72巻第 3号，2024年，pp.1040－
1046；【思想一般】笠松直「「狂気」を巡って－ 『沈黙の春』邦訳の問題点とその背景 II－」『仙台高等専門学
校広瀬キャンパス教育研究紀要』2021年 51巻，pp.1－7  
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